
はじめに

本号では、公共の場でのマナーの一つとして、

携帯電話利用マナーの現状を分析し、その問題点

と課題を検討してみたいと思う。

最近は、日本人の公衆マナーが低下していると

いう声があちこちで聞かれるようになった。たと

えば、次に引用するのは、数年前に朝日新聞の

「天声人語」欄に載った記事である。

「……車内で化粧する女性は珍しくない。若

い層に多いような気がする。なかには、ひざの

化粧バッグを開けて、一から本格的に取り組む

人もいる。他人の目など、まったく気にしてい

ない。下校時の電車で、身をくねらせて、制服

の上着を脱ぎ替える女子高校生を見た同僚もい

る。座った彼もしくは彼女の前に、かりに疲れ

た老人が立っていても、彼らの目には映らない。

だから、席も譲らない。……この間まで、日本

には以下のことばが存在したように思う。〈人

目がうるさい。人目を忍ぶ。人目をはばかる…

…〉そして、人目を引いたり人目に付いたりす

ることは、人目がうるさいからと戒める風が

あった。人目ばかりを気にしなければならない

社会は、むろん息苦しい。といって、人目に余

る振る舞いが横行する社会も、もう少し何とか

したいと思う」（１９９７年６月６日）

お茶の水女子大学・牧野カツコ教授の研究グ

ループが１９９７年に首都圏で実施した「公共の場で

のマナーについての調査」（１０代から５０代までの

１６６７名を対象）によれば、公共の場で他人がして

いると不快に感じる行動として回答率が上位にあ

がったものとしては、「並んでいる列を無視して

入り込んでくる」（７３．７％）、「ガムやつばを吐く」

（７３．７％）、「他の乗客の前で着替える、靴下を脱

ぐ」（６４．２％）、「こどもが他人の迷惑になってい

るのに親が注意しない」（６２．２％）、「バスや電車

の入り口に立って、乗降客の邪魔になっているの

に動こうとしない」（５８．５％）などがあった。ま

た、マナー意識には性差が大きく、一般に女性の

方が男性よりもマナーに敏感であること、年代に

よる差も大きく、全体として１０代はマナー意識が

低く、年代が高くなるにつれてマナー意識も高く

なること、などの傾向を指摘している（牧野、

１９９８）。

最近問題になっている携帯電話利用に伴う迷惑

は、その他の公衆マナー違反行為にくらべてどの

ような位置づけをされているのだろうか。また、

一般的な公衆マナー意識は、携帯電話利用マナー

とどのような関連をもっているのだろうか。これ

らの点を検討するために、筆者らは、１９９９年１月

に首都圏で実施した意識調査（三上他、１９９９；以

下では９９年調査と略記）の中で、牧野教授らの調

査を参考に、公衆マナー意識に関する設問を入れ、
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携帯電話利用マナー意識やマナー行動との関連性

を分析した。その結果、両者の間には密接な関連

があることがわかった。そこで、以下では分析の

結果を紹介し、社会的規範としての携帯電話マ

ナーについて若干の考察を加えたいと思う。

携帯電話の相対的迷惑度

電車やバスなど公共交通機関の車内では、しば

しば携帯電話の利用自粛を呼びかけるアナウンス

が流されるが、車内での化粧や大声をあげての会

話に対する注意のアナウンスが行われることはな

い。実際には、どちらも公衆マナー違反であり、

まわりへの迷惑度という点では、同じだと思われ

るが、一般の人々はこれについてどう感じている

のだろうか。そこで、９９年調査では、一般に電車

の中での迷惑行為と考えられている項目を９つと

りあげて、それぞれの行為と、車内での携帯電話

利用の迷惑とを比べて、どちらがより迷惑かを３

段階の相対的尺度で評価してもらった。回答結果

は、表１に示すとおりである。

全体としてみると、ほとんどの項目で「同じく

らい迷惑だ」という回答がもっとも多いことがわ

かる。回答率が５０％以上の項目をみると、「乗客

同士が大声で話をする」（６３．７％）、「ウォークマ

ンの音が漏れる」（５１．０％）については、携帯電

話・PHSと同じ程度の迷惑だと感じている人が多

い。どちらも音に関する迷惑だという点が共通し

ている。

「携帯電話の方が迷惑だ」と「携帯電話の方が

迷惑でない」とを比較してみると、「ウォークマ

ンの音漏れ」をのぞくすべての項目で、「携帯電

話の方が迷惑でない」という回答が上回っている

ことがわかる。

これをみる限り、車内での携帯電話による迷惑

の程度は、ウォークマンの音漏れと乗客同士の大

声の会話の中間に位置しているように思われる。

「お化粧などでまき散らす匂い」や「眠り込んで

隣りの人にもたれかかる」など他の車内迷惑と比

べると、携帯電話・PHSによって迷惑を受ける程

度は相対的に低いという結果が示されている。

公衆マナー意識と携帯電話利用マナーとの関連性

次に、一般的な公衆マナー意識と携帯電話利用

マナーとの関連性を検討してみよう。

９９年調査では、車内を中心として公共の場で問

題となりそうな１３種類の行為について、どの程度

迷惑だと感じるかをたずねた。回答にスコアを与

えて因子分析にかけたところ、「人目を気にしな

表１ 車内での携帯電話・PHS迷惑度と他の行為の迷惑度の相対的比較

携帯電話の方が

迷惑だ

携帯電話の方が

迷惑でない

同じくらい

迷惑だ
無回答

A．乗客同士が大声で話をする １２．０ ２４．０ ６３．７ ０．３

B．ウォークマンの音が漏れる ３０．５ １７．８ ５１．０ ０．７

C．酔っぱらいの臭い匂い ８．９ ４４．７ ４６．１ ０．３

D．お化粧などでまき散らす匂い ２０．５ ３５．９ ４３．０ ０．６

E．足を拡げたり、前に伸ばして坐る １０．２ ４１．９ ４７．３ ０．６

F．混んでいるのに、座席を二人分占領する ５．８ ４９．６ ４４．２ ０．４

G．眠り込んで隣りの人にもたれかかる １８．２ ４０．７ ４０．６ ０．５

H．高齢者・身障者に席を譲らない ９．７ ４５．１ ４４．６ ０．６

I．酔っ払いが車内でおう吐する ２．６ ６７．０ ３０．２ ０．２
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いはしたなさ」「周囲への被害、迷惑」「礼儀の欠

如、不作法」と呼ぶことのできる３つの因子が抽

出された（表２）。第１因子は、以前は誰にも見

られない場所で行うものだと考えられていた行為

を公衆の面前で人目はばからずにすることに対す

る不快感をあらわす因子、第２因子は公共の場所

で騒音や異臭などで周囲に被害、迷惑を与えるこ

とによる不快感をあらわす因子、第３因子は礼儀

作法を失した行為のもたらす不快感をあらわす因

子と考えられる。

３つの因子に含まれる項目をそれぞれ合成して

スケール化した変数をもとに、クラスター分析に

かけたところ、どの項目に対しても迷惑意識を強

くもつ「厳格型」、満員電車で新聞を広げるなど

直接被害を与える行為にはうるさいが、それ以外

の行為には比較的許容的な「被害回避型」、どの

ような行為にも比較的許容的であるような「寛容

型」という３つのタイプのグループに回答者が分

かれることがわかった。厳格型は男性よりも女性

に多く、寛容型は女性よりも男性の方に多い。ま

た、年齢的には年輩の人ほど「厳格型」が多く、

逆に若い人ほど「寛容型」が多いという傾向がはっ

きりとみられる。

携帯電話利用マナー意識との関連をみると、厳

格型の人は周囲の人の携帯電話で迷惑を受けたと

感じる程度がもっとも高く、寛容型の人は迷惑受

け度がもっとも低いという関連性がみられる。ま

た、厳格型の人は携帯電話を使う人のマナーに大

きな問題があると感じる割合が高く、自らの携帯

電話の利用マナーを守る率が他のタイプよりも高

くなっている。このように、一般的な公衆マナー

意識の高い人ほど携帯電話利用マナーについても

厳格になるという密接な関連性がみられる。

おわりに

以上の調査データからも明らかなように、携帯

電話利用マナーをめぐる意識や行動の背後には、

一般的な公衆マナー意識があり、それが携帯電話

マナーに大きな影響を及ぼしていると考えられる。

公衆マナーに関する社会的規範は時代とともに次

表２ 公共の場での迷惑意識に関する因子分析の結果

因

子
項 目

回 答

（％）

因 子 負 荷 量

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性

は

し

た

な

さ

ホームや電車内で着替える、靴下を脱ぐ

電車内でお化粧したり、髪をとかす

電車内で膝にパソコンを置いて操作する

電車内でヌード写真の載った新聞・雑誌を拡げる

駅や電車の中でキスしたり、抱き合ったりする

マンガを読みながら車を運転する

５９．３

４８．６

１２．０

３４．４

４３．８

７５．０

．８０７

．７６４

．５４１

．５０４

．４２６

．３７５

．１１９

．１５４

．０６２

．２３６

．１５９

．２９５

．０８３

．０３６

．３１３

．２８７

．２３６

．１５８

．６７２

．６０９

．３９５

．３９２

．２６２

．２５３

被

害

満員の電車内で新聞を読む

電車内でウォークマンから音が漏れている

電車内できつい香水のにおいをさせる

電車内で大きな声でおしゃべりに熱中する

６４．５

５１．８

７２．１

７２．９

．１７３

．０２８

．３７１

．１７８

．７３５

．６３５

．６３３

．４８５

．０４９

．２５９

－．１０２

．３１６

．５７０

．４７２

．５５０

．３６６

不
作
法

街頭で知人にあっても挨拶をしない

街頭で、地べたに座り込んで話をする

空き缶、煙草のすいがらを路上に捨てる

２９．４

４２．９

８６．２

．２３６

．２９７

．０６５

．０６９

．１２２

．３１２

．６７４

．６５０

．６１７

．５１５

．５２６

．４７８

固有値

寄与率（％）

２．４４９

１８．８３５

１．９０７

１４．６６７

１．７０４

１３．１０９

６．０６

４６．６
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第に変化しているが、性別、年代などの属性に

よっても大きく異なっており、それが携帯マナー

をめぐる社会的軋轢をも引き起こす原因ともなっ

ている。携帯電話が今後さらに普及した段階で、

どのような利用マナーが社会的規範として定着し、

受け入れられるかを予測し、適切な対策を考える

ためには、こうした広い意味での公衆マナーのあ

り方の中で検討を進めることが必要だと思われる。
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